






　本年度の研究は,いわゆる乳児肝炎を中心として,形態学的ならびに免疾学的

の方法による検索が行われた。以下 2 点に分けてその経過,結果の概要を記載

する。

Ⅰ)いわゆる乳児肝炎の形態字的観察:

　いわゆる乳児肝炎は,その原因について末だ不明な点が多い。私共は,先天性

胆道閉鎖症に除してみられる肝臓変化がしばしばいわゆる乳児肝炎と全く区別

し難いこと,先天性胆道閉鎖症の原因としてサイトメガロウイルスが関与して

いる可能性のあること,など主として形態学的に得られた所見に基ずさ,いわゆ

る乳児肝炎についてもサイトメガロウイルスと関係があるかもしれないとの想

定を抱いている。そして更に此の考えを拡げるならば,先天性胆道閉鎖症の一

部といわゆる乳児肝炎の一部とは,原因を同じくしながら,ただ,主として浸さ

れる部位が異る 2 つの疾患であるかもしれないとの仮説に至るものである。


